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【方法】１．調査期間：2013 年 6 月～ 12 月２．対象期間：1985 年


















































であった件数は、勉強会前は 83 件であったが勉強会後は 2 件へ減
少した。インシデント件数は、口角移動のべ件数 91 件中 1 件から

















バイスの変遷があったが現在 Proximal protection と Distal ﬁ lter 
protection を併用して行い、成績が安定している。当院の CAS の
現状を報告する。
［対象と方法］2012 年から 2013 年の 2 年間に CAS を行った症例
を対象とした。術前に全例、循環器科に心エコーならびに負荷心
電図もしくは心筋シンチによる心機能評価を依頼した。頸動脈
エコー、CT および MRI blackblood image でプラーク診断を行
い、MRA と SPECT で虚血耐性を予測した。病変部位は脳血管
撮影もしくは３DCTA で評価した。手術は原則として全身麻酔で
施行した。Guiding catheter に 8F もしくは 9F の Optimo を使用
し、Distal protection に FilterwireEZ を 使 用 し た。Stent は 主 に




［結果］41 症例、46 病変に対し CAS を行った。年齢は中央値で 74
歳。男性が 36 例であった。手技は全例で完遂できた。1 例で術中
























＜症例＞ 51 歳女性。25 年前に下垂体腺腫に対し、経蝶形骨洞腫瘍





内頚動脈 C4 部より上方に突出する長径 16mm の血栓化脳動脈瘤を
認め、下垂体を左方に圧排していた。
＜治療経過＞ DSA にて右 C4 部に side wall type の動脈瘤を認め、
造影部分は長径 8mm 大であった。本人の強い希望にて血管内治療
を選択することとし、◯年 3 月 31 日にステントアシスト下に動脈
瘤塞栓術を行った。整流効果を期待し 2 枚の Enterprise VRD を
neck 部分に重ねて留置後、動脈瘤を塞栓した。Neck 近傍の僅かな
部分を除き、動脈瘤の描出が消失した時点で、mass eﬀ ect などを
考慮し瘤内塞栓を終了した。　経過は問題なく、動眼神経麻痺は徐々
に改善し、外来経過観察中である。
